
 

 

 

 

 

 

 

7月 14日に開催された鳥羽小学校学校運営協

議会を、明石青年会議所のメンバーと一緒に覗

かせていただきました。日本青年会議所でも、

“これからの未来を担っていく子どもたちを育

てるために”と全国で様々な活動をされていま

す。“地域で子どもを育てる仕組としてのコミ

ュニティ・スクールの中で自分たちの力が活き

るのでは？”という青年会議所さんの思い、

“学校にとって、若い経営者の視点やネットワ

ークは子どもの学びや、子どもたちの学びをデ

ザインする上で活きるのでは？”といった我々

の思いが重なり、情報交換・対話を始めています。そんな中で、一度学校運営協議会の様子をと

いうことで、鳥羽小学校にお願いして、学校運営協議会の様子を覗かせていただきました。 

鳥羽小学校の学校運営協議会は 16名という人数で構成されています。大所帯のように見えます

が、子どもを真ん中に置いて話し合うためにはこれくらいの人数が必要なのかなと感じました。 

まず、校長先生より、スライドを用いての学校経営方針、その学校経営を推進でするためにコ

ミュニティ・スクールの必要性等についてのプレゼンが行われました。その中で、社会的背景と

して人口減少社

会の課題、日本

の若者のかかえ

る課題等から、

人口減少社会を

生きる子どもた

ちに必要な力と

して非認知スキ

ル等をあげなが

ら、未来にむけ

ての資質・能力

を育てていくた

めの仕組として

経営方針をプレ

明石のコミュニティ・スクール 
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ゼンされました。社会的背景を踏まえ課題に向かっていく学校経営の方向性として運営協議会委

員の皆さんだけでなく、様々な社会課題と日々経営者として向き合っておられる一緒に参加させ

ていただいた明石青年会議所の皆さんにもご理解をいただけたのではと感じました。私には、学

校経営方針というよりも、「2023チーム鳥羽 コミュニティ・スクール構想図」が示されたこと

もありますが、もっと大きな“みんなで子どもを育てるためにのコミュニティ・スクール経営方

針”のように聞こえてしまいました。 

学校経営方針等を承認いただけた後が、鳥羽小学校学校運営協議

会での対話の本番です。 

時間もありませんでしたが、地域学習を進めていくにあたって

「鳥羽っ子におすすめしたい鳥羽の魅力」というお題が出され、3

つのグループに分かれてミニミニ熟議が始まりました。グループの

中で自然に進行役が生まれ、熟議がスムーズに進むのを観ながら、

先日、鳥羽小で開かれた「みんなで考えよう西明石北エリアのこれ

から」といったミーティング等をたくさん経験されているからなん

だろうと感じました。10分程度のミニミニ熟議でしたが、鳥羽の魅

力という大きな視点から、公園をとおして鳥羽校区をみる視点、住

みやすさや便利さからの視点など、こんな短い時間でも、多様な視

点を切り口にして考えることができるんだなとびっくりしました。 

また、各グループの交流を聞きながら、校長先生がホワイトボー

ド上で、どんなことを話し合っているかを参加者が認識しやすいよ

う、ファシリテーション・グラフィックにチャレンジされているの

を見ながら、これから子どもたちもこうしたスキルを身に付けてい

くんだろうなと思いました。 

 学校運営協議会が形式的な説明等で終わってしまいがちになりそ

うですが、学校にとっての課題等をテーマに対話を始めていくこと

が今後、学校運営協議会が子どもたちの学びや育ちについて戦略を

練る場になっていくことにつながっていくのではと思います。 

 7月 15日茨城県で開かれた“地域とともにある学校づくり推進フ

ォーラム 2023茨城”では、学校運営協議会で情報交換から、不登

校が増えてきている傾向を話し合う中で民生委員さん等の連携が生

まれたり、不登校傾向の子どもの居場所等など不登校を地域の課題

として受け止めていく過程等が報告されました。この報告を聞く中

でこのフォーラムで話された“コミュニティ・スクールは学校の棚卸”という言葉が妙にしみて

きました。課題等を話し合う中で、ゴールを共有し、これまで学校が抱えこんでいたことを整理

することで、それぞれの役割を果たしていくという意味で“学校の棚卸”が使われたんだと思い

ます。そうした“学校の棚卸”のためにも学校を開き、その中での対話が必要なんだと改めて感

じました。そうした対話が学校のスピード感につながっていくのではと思います。 

 7月 25日には教員・地域・保護者の三者で鳥羽小学校区の歴史を学ぶ、フィールドワークが開

催されます。ここからどんな学びがデザインされていくか楽しみです。 

                                   （文責：北本） 


